
◎くわしくは市のホームページに掲載しています

平成30年11月分

市交際費の支出状況
◆日時／ 1 月16日㈬　13時～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育委員会 教育振興課　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ1

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
東
部
校
9
年

　豊
川
小
太
郎
さ
ん
（
東
多
久
町
）
で
す

と
よ
か
わ

た

こ

ろ
う

今月の論語

故
き
を
温
ね
て

　
　
　
新
し
き
を
知
る

ふ
る

た
ず

古いことを研究すると、
新しいことがより良く
わかる

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久市川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
伝
え
た
い
こ
と
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）

弔 慰
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御 祝

賛 助

激励金

接 遇

会 費

その他

合 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計
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累 計
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10,000 
170,850 

0 
0 

33,600 
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0 
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0 
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1,602 
89,986 

19,000 
136,500 

0 
7,200 

64,202 
642,188

健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦
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新たな図書館整備に向けて 市長　横尾  俊彦

江
戸
か
ら
明
治
へ
〜
肥
前
た
く
幕
末
維
新
百
五
十
年
〜 

（
五
）
枡ま

す

　
左
の
写
真
は
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
す
る
一
斗
（
＝
十
升
＝
百
合

≒

18

ℓ
）枡
で
す
。
枡
の
底
面
に「
慶
応
四
年
」の
墨
書（
標
題
写
真
）が
あ
り
ま
す
。

木
部
寸
法
は
縦
31
・
8×

横
31
・
8×

深
18
・
4
㎝
、
弦
鉄
（
斜
め
に
渡
る
鉄
）

寸
法
は
幅
0
・
7×
高
1
・
8×

長
44
・
3
㎝
、
木
部
体
積
1
8
6
0
6
・
8
㎤
、

弦
鉄
体
積
55
・
8
㎤
で
、
こ
の
枡
の
体
積
は
1
8
5
5
1
・
0
㎤
と
な
り
、

規
定
の
18
ℓ
を
約
0
・
55
ℓ
超
え
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
、幕
府
は
江
戸
と
京
都
に
枡
座
を
設
置
し
、枡
の
製
造
・
販
売
・

検
定
を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
明
治
八
年
（
1
8
7
5
年
）
の
度
量

衡
取
締
条
例
に
よ
っ
て
枡
座
を
廃
止
し
、
検
定
は
政
府
が
行
う
こ
と
に
な
り
、

検
定
不
合
格
の
枡
に
は
「
廃
」
の
字
を
刻
印
し
ま
し
た
。

　
資
料
館
に
あ
る
枡
に
も
三
箇
所
に

廃
の
刻
印
が
あ
り
ま
す
。
慶
応
四
年

（
1
8
6
8
年
）
の
製
作
と
考
え
ら

れ
る
こ
の
枡
は
、
明
治
の
度
量
衡
改

革
で
、
十
年
余
り
使
用
さ
れ
た
後
に

廃
棄
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
維
新
の
改

革
を
体
現
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井

　伸
幸

ふ
じ
い

の
ぶ
ゆ
き

（
九
月
改
元
明
治
元
年
）

　

「
成
人
式
」

　

中
学
生
の
頃
、
や
ん
ち
ゃ
だ
っ
た

Ｍ
。
1７
歳
の
時
、
無
理
矢
理
乗
せ
ら

れ
た
車
が
事
故
を
起
こ
し
、
倒
れ
た

電
柱
の
下
敷
き
に
な
っ
た
。
私
は
、

集
中
治
療
室
に
通
い
詰
め
た
が
40
日

後
に
Ｍ
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
水

を
張
っ
た
田
か
ら
す
っ
と
伸
び
る
稲

が
風
に
そ
よ
ぐ
季
節
だ
っ
た
。

　

３
年
後
、
Ｍ
と
同
じ
歳
の
生
徒
た

ち
の
成
人
式
の
招
待
状
が
届
い
た
。

す
っ
か
り
大
人
に
な
っ
た
教
え
子
た

ち
と
の
再
会
。
親
に
な
っ
た
者
も
あ

り
、
中
学
時
代
は
遠
い
過
去
と
な
っ

て
い
た
。

　

し
か
し
、
Ｍ
だ
け
が
、
丸
刈
り
に

剃
り
込
み
を
し
た
学
生
服
の
中
学

生
。
そ
の
ま
ま
遺
影
と
な
っ
て
、
私

の
膝
の
上
で
こ
の
日
を
迎
え
た
。

　

は
か
な
い
命
。
限
り
あ
る
人
生
。

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で「
成
人
式
」

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
う
。

�

教
育
長　

田
原　

優
子

2019. 1 1414

教
　
育

◆
元
号
が 

変
わ
る
希
望
の 

初
日
の
出

松
下
　
　
修

◆
年
号
を 

西
暦
に
替
え 

年
賀
状

中
尾
　
和
弘

◆
戦
場
に 

息
子
を
送
っ
た 

赤
い
紙田

代
ま
つ
こ

◆
赤
い
糸 

も
つ
れ
て
切
れ
た 

青
春
期

古
賀
ち
ひ
ろ

◆
少
し
で
も 

若
く
見
せ
た
い 

赤
い
服

田
中
久
美
子

◆
罐か
ん

蹴
れ
ば 

「
か
ん
」
と
響
く
や 

冬
の
空

倉
成
　

二

◆
煮に

凝こ
ご

り
の 

美
肌
効
果
や 

箸
進
むお

お
や
は
な

◆
孔
子
像 

冬
木
の
山
を 

背そ
び
ら

に
し

中
嶋
　
清
子

◆
水
の
中 

木と
く
さ賊

ま
つ
す
ぐ 

枯
れ
ゐ
た
り

武
富
　
律
子

◆
逃
げ
昜や
す

き 

夕
日
引
き
留
め 

石つ

蕗わ

の
花

大
石
ひ
ろ
女

◆
傷
つ
い
て 

力
を
合
わ
せ
て 

立
ち
上
が
る

そ
ん
な
人
生 

選
択
し
た
い

野
﨑
　
隆
幸

◆
つ
ぶ
ら
な
る 

瞳
で
わ
れ
を 

じ
っ
と
み
る

曽ひ

　ま
ご孫
は
生
後 

七
十
五
日

福
島
那
智
子

◆
銀い
ち

杏ょ
う

葉ば

の 

ひ
と
夜
の
雨
に 

散
ら
さ
れ
て

平
成
最
後
の 

秋
を
惜
し
む
な
り

梶
原
恵
美
子

◆
川か
わ

原は
ら

に 

下
り
た
ち
採と

り
し 

数じ
ゅ

珠ず

玉だ
ま

よ

音
柔
ら
か
く 

掌て

の
中
に
な
る

川
浪
　
信
子

◆
朝あ
さ

光か
げ

に 

く
も
の
巣す

ゆ
ら
り 

き
ら
め
け
り

通
せ
ん
ぼ
さ
れ 

回
り
道
す
る

浦
野
　
嘉
恵


